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内面化されたスティグマで最も一般的に用いられる測定の 1つは、2003年に Ritsher JBら











この調査参加者は 206人で、2012年 1月～2012年 7月の間、群馬県内 8か所および新潟県










2.2.1. Internalized Stigma of Mental Illness scale (ISMI尺度) 
ISMI）尺度は 29項目あり、5つの下位尺度からなる。下位尺度は疎外感（6項目）、固定観


















数は 0.57から 0.81の間であった。再テスト信頼性係数は r = 0.85（n＝51、P <0.01）であっ
た。基準関連妥当性に関して、日本語版 ISMI尺度とのそれぞれの相関係数は、ベックの抑う
つ評価尺度（r =0.61, P <0.01）、ローゼンバーグの自尊心尺度（r =－0.53, P <0.01）、エンパ







また、統合失調症の人の ISMI 下位尺度得点を使い、他の国との違いを調べるために、8 つ
の研究から調査結果を比較した。しかし、下位尺度の平均得点の大きな違いはなかった。そし
て、日本語版 ISMI尺度の合計点数と性別、住所、教育期間などとの関係に有意な差がないと
いうことは、日本語版 ISMI尺度が誰に対しても使えることを示しているのかもしれない。 
研究の限界として、再テストの間隔にばらつきがあるため、バイアスを含む可能性がある。
また、研究の参加者は社会福祉施設を利用している人であり、81.5%は統合失調症であった。
したがって、研究集団は、精神病にかかっている日本集団の代表でない場合があるので、継続
的な研究が必要である。 
5.結論 
調査結果より、オリジナル英語版と同程度の信頼性・妥当性が得られたので、日本語版ISM
I尺度は日本における精神障がい者の内面化したスティグマ尺度として有効なツールとして使
用できるであろう。今後は、この尺度が日本の臨床医や研究者によって使われ、精神障がい
者の理解が深まることを期待する。 
 
